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歴
史
あ
る
佐
賀
に
は

大
河
に
し
た
い
人
だ
ら
け

2
0
1
8
年
は
、
明
治
維
新
か

ら
1
5
0
年
と
い
う
節
目
の
年

で
す
。
各
地
で
明
治
維
新
の
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
て
、

ス
プ
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
が
就
航
し

て
い
る
佐
賀
県
で
も
「
肥
前
さ
が 

幕
末
維
新
博
覧
会
」
が
（
詳
し
く

は
P
30
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
佐
賀
の
人
が
大
河
ド

ラ
マ
の
主
役
を
張
っ
た
こ
と
は
な

い
し
、
朝
ド
ラ
も
久
し
く
佐
賀
を

取
り
上
げ
て
い
な
い
! 

こ
の
事

態
を
打
開
す
べ
く
「
佐
賀
県
大
河

ド
ラ
マ
化
計
画
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
偉
人
た
ち
の
功
績
を
振
り

返
る「
大
河
に
し
た
い
人
リ
ス
ト
」

を
作
成
し
、
佐
賀
の
歴
史
上
の
人

物
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
日
本
中
に
そ
の
名
を
轟
か
し

た
佐
賀
の
偉
人
に
詳
し
く
な
っ
た

ら
、
佐
賀
を
も
っ
と
好
き
に
な
る

こ
と
間
違
い
な
し
。 

佐
賀
県
出

身
者
が
大
河
ド
ラ
マ
に
な
る
よ
う

ぜ
ひ
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

佐賀出身の
イラストレーター
ウラケンが絵を担当

ウラケン
マンガ家、

キャラデザイナー
としても活躍、
連載記事も多い。

特 集

http://ulaken.com/
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日本长篇历史系列剧“大河剧”每年全年都在国营电视台NHK播出。实际上，佐贺县也有很多人
的伟业和功绩使其够资格成为大河剧的原型人物。这次我们就来介绍这些佐贺县出身的伟人们。

Each year, the Japanese national broadcaster NHK airs a year-long historical drama 
series called “Taiga drama”. Many famous people with an historic legacy were born 

and raised in Saga Prefecture, and it is these characters who play key roles in taiga 
drama. We would like to introduce some of them to you.



北海道開拓の必
要性を説いたの
もこの人です!

1838 - 1922

大
おお　くま

隈 重
しげ　のぶ

信

・総理大臣を2度務めた
・早稲田大学の創設者

功績

1834 - 1874

1815 - 1871

江
え　とう

藤 新
しん　ぺい

平

鍋
なべ　しま

島 直
なお　まさ

正・尊王攘夷の志士として活躍
・江戸を東京に改称するよう献言

功績

・欧米技術を導入し、近代化に成功
・日本初の反射炉を建設し
  アームストロング砲を導入
・佐幕派・倒幕派からも
  距離をとった肥前の妖怪

功績
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2
1近 代 司 法 制 度 の 父

幕 末 で 活 躍した 他 の 県 は す で に「 大 河 」に ……  次 こそ 佐 賀！？
明治維新の立役者

薩摩
「西郷どん」 （2018）

「篤姫」 （2008）

「翔ぶが如く」 （1990）

長州
「花神」 （1977）

「花燃ゆ」 （2015）

土佐
「龍馬伝」 （2010）

「竜馬がゆく」 （1968）

肥前

肥前を代表する明治維新の志士

土佐が坂本龍馬なら肥前は江藤新平! そういって
もいいくらい有名な維新志士です。戊辰戦争で江
戸遷都のために活躍しました。新政府では岩倉具視、
西郷隆盛らに認められ司法卿に。司法制度をゼロか
ら作り、「近代司法制度の父」と呼ばれています。

日本の司法秩序
を組み立てた功
労者です!

政府での功績も
有名ですが志士
としても活躍

明治期の外交で活躍した
佐賀が生んだ大政治家!
「薩長土肥」が中心となって作ら
れた新政府で、とくに財政、行政
を担ったのが佐賀藩でした。その
なかでも大隈重信は有名。若い
頃は鍋島直正に認められ藩校弘
道館で蘭学を教え、明治政府で
は優れた外交手腕を発揮。総理
大臣など要職を歴任しました。

佐賀と日本の未来を想い
いち早く西洋技術を導入

欧米の技術を導入し、他藩
に先駆け佐賀藩の近代化を成
功させたお殿様。実用蒸気船
凌風丸や鉄を溶かす反射炉を
作り、アームストロング砲
を導入したといわれていま
す。世界、そして日本や佐 
賀の未来を見通していた
名君として佐賀の人に今
も愛されています。

薩長土肥の「肥」佐賀大河はきっとこれから!
大河ドラマ『西郷どん』が人気で、西郷隆盛に

スポットが当たっています。維新で活躍した薩長
土肥の肥前（佐賀）以外は大河ドラマになってい
ますが、佐賀出身者の主役はまだなし……。たく
さん偉人がいるから、これからに期待!

桂小五郎

肥前

土佐

薩摩

長州

江藤新平

日
本
初
の

反
射
炉

西郷隆盛

早稲田大学

アームストロング砲

日本初の蒸気船凌
りょう

風
ふう

丸
まる

坂
本
龍
馬

明
治
政
府

重
鎮
中
の
重
鎮

名
君
と

う
た
わ
れ
た

佐
賀
藩

10
代
藩
主

戊辰戦争で活躍し明治維新の十傑
にも数えられる。江戸を東京と改称さ
せるなど新政府で存在感を見せた

幕末最強の軍事力を持ち
戊辰戦争では官軍勝利に
貢献。得体の知れない大物
「肥前の妖怪」と称された

板垣退助らと憲政党を
結成、日本初の政党内
閣の首相となる。東京
専門学校（のちの早稲
田大学）の生みの親 これ

から！！

『
西
郷
ど
ん
』

も
好
調
!

※ニュースサイト「IRORIO」より素材流用　https: //irorio.jp/
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Saga Prefecture played a major role in the Meiji Restoration, but this role has not yet been 
covered in a taiga drama series. Thus, we would like to propose several historic figures who 

could possibly play a central role in a taiga drama. The first is Naomasa Nabeshima, the tenth 
Daimyo of the Saga Domain. Nabeshima promoted the modernization of Saga through such 

measures as the early adoption of the Armstrong Cannon

在明治维新中佐贺发挥了重要作用，但不知为什么还没有被拍进大河剧中。因此我们想推荐一
些可作为大河剧原型人物的人。第一位是佐贺藩第十代藩主锅岛直正。他最早引进了阿姆斯特
朗炮，推动了佐贺的近代化。

第二位是江藤新平。他作为司法卿活跃在明治时代，制定了审判制度。第三位是大隅重信。他
作为早稻田大学的创始人而闻名，曾两次担任总理大臣，在政界大展身手。

The second is Shinpei Eto, who served as Minister of Justice and established the 
justice system in the Meiji Period. The third person is Shigenobu Okuma. Although 

Okuma is famous for being the founder of Waseda University, he also demonstrated 
his great leadership in the political world by serving twice as Prime Minister.
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「朝ドラ」にしたい佐賀小説もあります！ 4意
外
と

ス
ゴ
い
ぞ

佐
賀
七
賢
人

『
肥
前
の
熊
』と

う
た
わ
れ
た
武
将

秀 吉 に
認 めら れ た

佐 賀 藩 の 藩 祖

1538 - 1618

1822 - 1874

1822 - 1902

1529 - 1584

碁盤の目のような札幌の街並みは島の
都市構想による。昔の北海道では小学
校の授業でも島の功績を教えていたそう

体格や気性から「肥前の熊」と呼ばれ
たほか「五州二島の太守」の異名も

兵力5000の龍造寺氏が大友氏6万の
軍勢に攻め込まれた「今山の戦い」で
奇襲作戦を成功させるなど武功も多い

国産初の実用蒸気船「凌風丸」
を完成させたり、パリ万国博覧
会の使節団代表を務めたりと、
医療以外の分野でも活躍

さまざまな分野・場所で活躍した「七賢人」

江戸末期から明治にかけての佐賀の偉人「佐賀
七賢人」にも挙げられるこの二人。ともに藩校「弘道
館」で学び、維新後は新政府で活躍。佐野は日本
赤十字社の創設者として、島は北海道開拓を推進し
た人物として、現代の日本に大きな功績を残しました。

九州の半分近くを支配した戦国大名

九州では珍しい、下克上によって成り上がった戦国大名。もともとは肥前守護
の少弐氏に仕える身分でしたが、主君の少弐氏を滅ぼし肥前を統一すると、そ
の後どんどん領土を拡大。全盛時には北部九州の大半を勢力下におきました。

明治まで続く佐賀藩の礎を築いた戦国武将

龍造寺隆信の有力家臣にして義弟。隆信亡きあと家督
を継いだ政家の後見人として肥前の実権を握ると、九州平
定では豊臣秀吉に貢献。その後も朝鮮出兵に長年従軍す
るなど、天下人の厚い信任を得て佐賀藩の礎を築きました。

鍋
なべ

島
しま

 直
なお

茂
しげ

島
しま

 義
よし

勇
たけ

佐
さ

野
の

 常
つね

民
たみ

龍
りゅう

造
ぞう

寺
じ

 隆
たか

信
のぶ

・今山の戦いで豊後の大友宗麟に勝利
・秀吉に評価され肥前を治めた

功績

・北海道開拓に尽力功績

・欧州で学び日本赤十字社
  初代社長に

功績

・少弐家に代わって
  佐賀の盟主に
・龍造寺家を復興し
  勢力を拡大

しょうに

功績

佐野は日本赤十
字社の父、島は
北海道開拓の父

時勢を読むのに
長けた知謀の武
将でした!

日本赤十字社の

基礎をつくった

秀吉に
認められた男

北海道開拓

肥
前
の
熊華の人

有田に生きたバラの
貴婦人・敏子の物語／
伊藤緋紗子／小学館
文庫／724円

実業家ものが多い朝ドラに
ぴったりの小説がありました

朝ドラにぴったりの小説も
発見! 有田焼の名門窯に嫁
いだヒロイン敏子が、持ち前
の行動力と明るさで人生を切
り拓くというもの。佐賀発の朝
ドラも見てみたいです。

1
6
0
3
年

徳
川
家
康
が
江
戸
幕
府
を
開
く

1
6
0
7
年
龍
造
寺
家
が
断
絶
。
鍋
島
直
茂
の
嫡
男
・
勝
茂
が
佐
賀
藩
主
と
な
る

肥
前
佐
賀
三
十
五
万
七
千
石
を
安
堵

1
5
6
0
年

桶
狭
間
の
戦
い

1
5
6
1
年
龍
造
寺
隆
信
、
川
上
峡
合
戦
で
勝
利
し
東
肥
前
を
支
配

1
5
7
0
年
龍
造
寺
隆
信
、
侵
攻
し
て
き
た
大
友
軍
を
撃
破（
今
山
の
戦
い
）

鍋
島
直
茂
、こ
の
戦
い
で
奇
襲
を
指
揮
し
戦
功
を
上
げ
る

1
5
7
3
年

室
町
幕
府
滅
亡

佐
賀
に
ま
つ
わ
る
で
き
ご
と

日
本
の
で
き
ご
と

1
8
3
0
年
鍋
島
直
正
、
佐
賀
藩
第
十
代
藩
主
と
な
る

1
8
4
0
年
鍋
島
直
正
、
弘
道
館
を
移
転
拡
充
。

藩
士
の
子
弟
全
員
に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ
る

1
8
4
9
年
鍋
島
直
正
、
佐
賀
藩
で
種
痘
を
実
施
。
後
の
天
然
痘
根
絶
に
つ
な
が
る

1
8
5
0
年
鍋
島
直
正
の
命
に
よ
り
築
地
反
射
炉
が
築
造
さ
れ
る

1
8
5
3
年

浦
賀
に
黒
船
が
来
航

1
8
5
6
年
島
義
勇
、
鍋
島
直
正
の
命
で
蝦
夷
・
樺
太
を
探
検
調
査

1
8
5
8
年
鍋
島
直
正
、三
重
津
に
海
軍
所
を
設
置
。

佐
野
常
民
が
監
督
を
任
さ
れ
る

安
政
の
大
獄

1
8
6
0
年

桜
田
門
外
の
変

1
8
6
3
年

高
杉
晋
作
が
奇
兵
隊
を
結
成

1
8
6
5
年
鍋
島
直
正
の
も
と
で
建
造
さ
れ
た
日
本
初
の
実
用
蒸
気
船

「
凌
風
丸
」が
竣
工

1
8
6
6
年

薩
長
同
盟
成
立

1
8
6
7
年

大
政
奉
還

1
8
6
8
年
江
藤
新
平
、
東
征
大
総
督
府
軍
監
と
し
て
戊
辰
戦
争
で
活
躍
。

ま
た
、
大
木
喬
任
と
と
も
に
江
戸
の
東
京
改
称
を
岩
倉
具
視
に
献
言

江
戸
城
無
血
開
城

1
8
6
9
年
島
義
勇
、
開
拓
使
判
官
に
就
任
。

札
幌
を
本
府
と
定
め「
五
州
第
一
の
都
」構
想
に
着
手

〃

大
隈
重
信
、大
蔵
大
輔
に
就
任
。
鉄
道
敷
設
や
財
政
改
革
を
推
進

1
8
7
2
年
江
藤
新
平
、
司
法
卿
と
な
り
司
法
制
度
の
整
備
に
つ
と
め
る

1
8
7
4
年
江
藤
新
平
、島
義
勇
、佐
賀
の
乱
を
起
こ
す
も
敗
れ
両
名
と
も
処
刑
さ
れ
る

1
8
7
7
年
佐
野
常
民
が
日
本
赤
十
字
社
の
前
身
と
な
る
博
愛
社
を
設
立

西
郷
隆
盛
が
西
南
戦
争
に
敗
れ
る

1
8
8
2
年
大
隈
重
信
、
立
憲
改
進
党
を
結
党
し
党
首
と
な
る

〃

大
隈
重
信
、
東
京
専
門
学
校（
現
・
早
稲
田
大
学
）を
創
設

1
8
8
5
年

内
閣
制
度
施
行

1
8
8
6
年
佐
野
常
民
、
東
京
・
飯
田
町
に
博
愛
社
病
院
を
開
設
。

翌
年
、日
本
赤
十
字
社
に
改
称
し
初
代
社
長
に
就
任

1
8
9
4
年

日
清
戦
争

1
8
9
8
年
大
隈
重
信
、
板
垣
退
助
ら
と
憲
政
党
を
結
党
。

薩
長
出
身
以
外
で
は
初
の
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

1
9
1
4
年
大
隈
重
信
、
第
二
次
大
隈
内
閣
を
組
閣

1
5
7
8
年
龍
造
寺
隆
信
、
肥
前
全
土
を
統
一

龍
造
寺
隆
信
、
肥
前
に
加
え
筑
前
、
筑
後
、
肥
後
、
豊
前
な
ど
に
勢
力
拡
大

1
5
8
2
年

本
能
寺
の
変

1
5
8
4
年
龍
造
寺
隆
信
、
島
津
・
有
馬
連
合
軍
に
敗
れ
討
死（
沖
田
畷
の
戦
い
）

隆
信
の
嫡
男
・
政
家
の
後
見
人
だ
っ
た
鍋
島
直
茂
の
権
力
増
大

1
5
8
7
年
鍋
島
直
茂
、
豊
臣
秀
吉
に
恭
順
し
九
州
平
定
で
戦
功
を
上
げ
る

1
5
9
0
年
鍋
島
直
茂
、
当
主
・
龍
造
寺
政
家
の
隠
居
で
事
実
上
の
国
主
に

豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一

1
6
0
0
年

関
ヶ
原
の
戦
い

明治時代 江戸時代 安土桃山時代 室町時代

6
78

The fourth and fifth are roles played by two great individuals, both of whom were born in the same year. 
The first is Yoshitake Shima, the father of human settlement in Hokkaido, and the second is Tsunetami 

Sano, known as the founder of the Japanese Red Cross Society. The sixth person we would like to 
introduce is Naoshige Nabeshima. This famous military commander played an active role in the Warring 

States Period, and was recognized by Hideyoshi Toyotomi. Nabeshima also governed the province of Hizen.

第四位和第五位是同一年出生的两位伟人。岛义永是北海道开拓之父，佐野常民作为红十字会
的创始人留名青史。第六位是活跃在战国时代的锅岛直茂。他是有名的武将，受到丰臣秀吉的
认可治理肥前国。

第七位是龙造寺隆信。他是拥有“肥前之熊”凶名的武将，为佐贺领地的扩张做出了贡献。此外，
我们还将介绍准备推荐给和大河剧同样热门的晨间剧（同样是国营电视台NHK播出的晨间连续
剧）的，以佐贺县为背景的小说《华之人》。

The seventh famous historic character is Takanobu Ryuzoji, a military commander 
widely known and feared as “the bear of Hizen.” He contributed greatly to the 

expansion of Saga territory.  In addition, we would like to recommend the novel “Hana 
no Hito,” a novel set in Saga Prefecture. The contents of this story would make an 

excellent morning TV drama similar to the taiga drama aired by NHK.



大河に
したい人

ゆ
か
り
の

  
地
め
ぐ
り

佐 賀 以 外にも佐 賀の偉 人 ゆかりの地 があります！

日比谷公園

大隈重信記念館・旧宅 神野公園

北海道神宮

激
動
の
幕
末
、維
新
期
を
生
き
た

偉
人
の
歴
史
が
ま
る
わ
か
り
！！

あの有名な公園も
実は佐賀藩ゆかりの地

大隈重信にまつわる
貴重な資料にあふれている！

直正公の別邸だった公園は
桜の名所としても有名

殿様たちを祀る
神社は8つの神社
からなる佐賀の聖地

北海道開拓の父島義勇の　
勇壮な銅像が見られる

東京でも人気の公園ですが、噴
水前広場や、小音楽堂付近が佐
賀藩鍋島家の上屋敷跡といわれ
ています。また大隈重信の国葬
が行われた地としても有名です。

佐賀の生んだ大政治家、大隈重
信の功績を称える記念館で、佐
賀の人気の観光スポット。旧宅は
国の史跡にも指定されており、こ
ちらも要チェックです。

佐嘉神社は鍋島直正を祀り、長く
佐賀の人に愛されています。敷地
内の松原神社も偉人ゆかりの地。
鍋島直茂とその先祖、龍造寺隆信
らが祀られています。

鍋島直正の別邸として建てられた
歴史ある施設で、江藤新平の銅
像があることで有名。四季折々の
美しい植物が見られる場所として
も知られています。

大国魂神や明治天皇をご祭神と
して祀る神社で、パワースポットと
しても有名。ここには島義勇の銅
像もあり、今でも彼の命日には顕
彰祭が開かれています。

桜
の
舞
台
で

ア
ウ
ェ
イ
初
戦

毎
年
3
月
、
全
国
の
ラ
ン

ナ
ー
が
佐
賀
に
集
ま
る
「
さ
が

桜
マ
ラ
ソ
ン
」。
竹
崎
コ
ハ
ダ

女
子
会
は
52
k
g
、
1
3
0
0

匹
の
コ
ハ
ダ
を
携
え
、
こ
の
会

場
で
コ
ハ
ダ
フ
ラ
イ
を
販
売
し

ま
す
。
チ
ー
ム
初
の
ア
ウ
ェ
イ

戦
。
こ
の
量
を
さ
ば
く
の
は
生

半
可
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
竹
崎
に
営
み
を
持
つ

彼
女
た
ち
だ
け
が
で
き
る
業

と
い
え
ま
す
。
„
サ
ク
ふ
わ
＂

食
感
と
疲
労
回
復
効
果
の
高

い
高
タ
ン
パ
ク
を
武
器
に
、

3
0
0
食
を
売
り
切
り
た

い
！ 

こ
の
結
果
は
次
号
で
！

竹 崎コハダ 女 子 会 、コハダフライ売ってきます!

人口６００人の漁村、佐賀県太良町竹崎。ここで水揚げされる
コハダは、東京の高級寿司として食され築地市場で長く出荷量トップ

03

コハダフライを
作る人 その1
舩口直子。３児の
母、性格は前向き、
チャームポイントはメ
ガネ

コハダフライを
作る人 その2
合浦智子。光福
寺坊守、仲間を優し
く見守る、お姉さん。
やっぱりメガネ

冬季は貴重なコハダ
揚げたてがウマい

場  佐賀県佐賀市水ヶ江2丁目11-11
時  9：00～17：00
料  大人：300円・子ども：150円

場  佐賀県佐賀市松原2-10-43
時  5：00～日没

場  佐賀市神園4丁目
時  常時（神野のお茶屋は月休）

場  東京都千代田区日比谷公園
時  常時

場  北海道札幌市中央区宮ケ丘474
時  6：00～17：00（4月～10月）

本丸が忠実に復元されている!
佐賀の歴史を知りたいならまずはコチラ。佐賀城

城主だった鍋島直正はじめ偉人たちの資料が豊富で
す。展示内容は時期により異なりますが、本丸を再現
した建物はもちろん、歴史ある品々には思わず唸って
しまうはず。佐賀駅からバスで10分とアクセスも良好!

鍋島直正

鍋島直正

鍋島直正

江藤新平 大隈重信

大隈重信

大隈重信

島義勇

島義勇

佐野常民

江藤新平

鍋島直正

佐嘉神社

場  佐賀県佐賀市城内2-18-1
時  9：30～18：00

休  募金制
T  0952-41-7550

佐賀県立佐賀城本丸歴史館

鍋島直茂

龍造寺隆信

松原神社

佐
賀
の
偉
人
に
興
味
を
持
っ
た

な
ら
、
ゆ
か
り
の
地
に
足
を
運

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。「
大
河
に

し
た
い
人
」そ
れ
ぞ
れ
に
関
連

あ
る
場
所
を
厳
選
し
ま
し
た

910
In reality, there are many places in Saga prefecture that remind us of the famous people 

we have presented here. Why not pay a visit to the Saga Castle History Museum, the 
Saga Shrine, or Matsubara Shrine?

可以缅怀上面介绍过的伟人们的地方其实有很多。不妨来佐贺城本丸历史馆、佐嘉神社、松原神
社等地方看看吧。

为了让更多人了解佐贺县有明海出产的窝斑鰶，渔夫的妻子们经过不断尝试，做出了油炸窝斑
鰶这道料理。他们下定决心今后要努力卖出更多鱼。

Fisherman's wives have been refining their recipe for deep fried shad in an effort to 
raise the profile of spotted shad, a fish caught in Saga Prefecture's Ariake Sea. They 

talk about their enthusiasm for developing the local product commercially.







主
お も

 な 登
と う

 場
じょ う

 人
じ ん

 物
ぶ つ

 
主 要 登 场 人 物

源
みなもとの

義
よし

朝
とも

　
頼
より

朝
とも

の父
ちち

。保
ほう

元
げん

の乱
らん

で活
かつ

躍
やく

しましたが、
平
へい

治
じ

の乱
らん

で平
たいらの

清
きよ

盛
もり

に敗
やぶ

れ、東
とう

国
ごく

へ逃
に

げる途
と

中
ちゅう

で討
う

ち取
と

られました。

安
あん

西
ざい

景
かげ

益
ます

　
頼
より

朝
とも

が房
ぼう

総
そう

へ逃
のが

れてきた後
あと

、頼
より

朝
とも

を
助
たす

け、源
げん

平
ぺい

合
かっ

戦
せん

を戦
たたか

いました。

源
みなもとの

範
のり

頼
より

　
頼
より

朝
とも

の 弟
おとうと

。頼
より

朝
とも

に従
したが

って、 源
みなもとの

義
よし

仲
なか

・平
へい

氏
し

を追
つい

討
とう

し、平
へい

氏
し

滅
めつ

亡
ぼう

後
ご

は九
きゅう

州
しゅう

を平
へい

定
てい

しました。

平
たいらの

清
きよ

盛
もり

　
平
へい

氏
し

武
ぶ

士
し

団
だん

を率
ひき

いて、保
ほう

元
げん

、平
へい

治
じ

の
乱
らん

に勝
か

ち、朝
ちょう

廷
てい

内
ない

での地
ち

位
い

を固
かた

め、
全
ぜん

国
こく

に力
ちから

を及
およ

ぼしましたが、源
げん

平
ぺい

の
争
あらそ

いが本
ほん

格
かく

化
か

する前
まえ

に死
し

去
きょ

しました。

和
わ

田
だ

義
よし

盛
もり

　
頼
より

朝
とも

の挙
きょ

兵
へい

に参
さん

加
か

しました。源
げん

平
ぺい

合
かっ

戦
せん

、奥
おう

州
しゅう

合
かっ

戦
せん

に従
じゅう

軍
ぐん

して活
かつ

躍
やく

しました。

千
ち

葉
ば

胤
たね

頼
より

　
常
つね

胤
たね

の六
ろく

男
なん

。京
きょう

で警
けい

護
ご

の仕
し

事
ごと

をして
いたので、京

きょう

の情
じょう

勢
せい

を常
つね

胤
たね

や頼
より

朝
とも

に
伝
つた

えていました。

安
あ

達
だち

盛
もり

長
なが

　
頼
より

朝
とも

が伊
い

豆
ず

にいた時
とき

からの家
け

来
らい

です。石
いし

橋
ばし

山
やま

の戦
たたか

いの後
あと

、共
とも

に房
ぼう

総
そう

へ逃
のが

れ、常
つね

胤
たね

を味
み

方
かた

へつけた人
じん

物
ぶつ

とされています。

千
ち

葉
ば

胤
たね

正
まさ

　
常
つね

胤
たね

の長
ちょう

男
なん

。源
げん

平
ぺい

合
かっ

戦
せん

、奥
おう

州
しゅう

合
かっ

戦
せん

に常
つね

胤
たね

を助
たす

けて参
さん

加
か

しました。常
つね

胤
たね

の跡
あと

を
継
つ

いで千
ち

葉
ば

氏
し

の惣
そう

領
りょう

になりました。

上
かずさ

総広
ひろ

常
つね

　
房
ぼう

総
そう

平
へい

氏
し

惣
そう

領
りょう

家
け

のかしらであり、東
とう

国
ごく

最
さい

大
だい

級
きゅう

の勢
せい

力
りょく

を誇
ほこ

っていました。
広
ひろ

常
つね

が加
くわ

わったことで頼
より

朝
とも

挙
きょ

兵
へい

が成
せい

功
こう

したとも言
い

われています。

千
ち

葉
ば

常
つね

重
しげ

　
常
つね

胤
たね

の父
ちち

。緑
みどり

区
く

大
おお

椎
じ

に本
ほん

拠
きょ

を構
かま

えて
いたときに大

おお

椎
じ

を名
な

乗
の

っていました
が、中

ちゅう

央
おう

区
く

亥
いの

鼻
はな

付
ふ

近
きん

へ本
ほん

拠
きょ

を移
うつ

し千
ち

葉
ば

を名
な

乗
の

ったと言
い

われています。

平
たいらの

高
たか

望
もち

　
桓
かん

武
む

天
てん

皇
のう

のひ孫
まご

。889年
ねん

頃
ころ

平
たいら

の名
な

を
もらい、上

かずさのすけ

総介として京
きょう

から関
かん

東
とう

に
やって来

き

ました。子
し

孫
そん

は南
みなみ

関
かん

東
とう

一
いっ

帯
たい

に広
ひろ

がり、千
ち

葉
ば

氏
し

もその一
ひと

つです。

義
よし

朝
とも

の子
こ

。平
へい

治
じ

の乱
らん

で平
へい

氏
し

に敗
やぶ

れて伊
い

豆
ず

に流
なが

されました。1180年
ねん

平
へい

氏
し

打
だ

倒
とう

のため挙
きょ

兵
へい

し、千
ち

葉
ば

氏
し

などの助
たす

けをかりて武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

（鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

）を立
た

てました。

常
つね

重
しげ

の子
こ

。頼
より

朝
とも

に味
み

方
かた

して源
げん

平
ぺい

合
かっ

戦
せん

などを戦
たたか

い、鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の成
せい

立
りつ

に
大
おお

きく貢
こう

献
けん

しました。このため千
ち

葉
ば

氏
し

は大
おお

きく発
はっ

展
てん

しました。

源
みなもとの

頼
より

朝
とも

（1147－1199）
源赖朝

千
ち

葉
ば

常
つね

胤
たね

（1118－1201）
千叶常胤 千葉常胤公

ものがたり

武家政権づくりに貢献した誇り高き東国武者
ぶ け せい けん こう けん ほこ たか とう ごく む しゃ　

ち ば つね たね こう

の
と
も
な
み

り
よ

も
と

ち
ちよ

こ
と
お

て
し
を
朝
頼
源

父
と

男
た
め
し
ば
呼

为建立武家政权做出杰出贡献，极尽荣耀的东国武者

千叶常胤公的传说

为建立武家政权做出杰出贡献，极尽荣耀的东国武者

千叶常胤公的传说

被
源
赖
朝
称
为

　
　〝
父
亲
〞的
男
人

鎌倉時代に活躍した武士の一族「千葉氏」は、全国に所領を持つ有
力な御家人でした。
その千葉氏の所領であった千葉県（千葉市）と佐賀県（小城市）を
つなぐ航路をもつSpring Japanの機内誌において、７月号から４回
にわたり皆様に「千葉氏」の活躍をご紹介します。 第１回（全４回）4

最終回

16



跡あ
と

継つ

ぎ
の
大だ

い
事じ

な

儀ぎ

式し
き

を
任ま

か
さ
れ
る
ほ
ど

常つ
ね

胤た
ね

は
頼よ

り
朝と

も
の
信し

ん
頼ら

い
を

得え

て
い
ま
し
た

や
が
て
源げ

ん
氏じ

と
平へ

い
氏し

の

戦た
た
かい

は
本ほ

ん
格か

く
化か

し

常つ
ね

胤た
ね

も
休や

す
む
こ
と
な
く

戦た
た
かい

ま
す

一
いち

ノ
の

谷
たに

（今
いま

の兵
ひょう

庫
ご

県
けん

神
こう

戸
べ

市
し

）

こ
れ
ぞ
一い

ち
族ぞ

く
の
誉ほ

ま
れ
！

喜よ
ろ
こん

で
お
引ひ

き
受う

け

い
た
し
ま
す
！

平へ
い

氏し

と
の
戦い

く
さは

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
じ
ゃ
！

範の
り

頼よ
り

様さ
ま

共と
も

に
戦た

た
かい

ま
し
ょ
う
ぞ
！

※一
いち

ノ
の

谷
たに

の戦
たたか

い：1184 年
ねん

2 月
がつ

。今
いま

の兵
ひょう

庫
ご

県
けん

神
こう

戸
べ

市
し

で行
おこな

われた源
げん

平
ぺい

の戦
たたか

い。源
みなもとのよしつね

義経、範
のり

頼
より

が率
ひき

いた源
げん

氏
じ

方
がた

が勝
しょう

利
り

しました。

源
みなもとの

　範
のり

頼
より

第だ
い

４
章し

ょ
う

　
常つ

ね

胤た
ね

の
活か

つ

躍や
く

１
１
８
２
年ね

ん
８
月が

つ

源げ
ん

氏じ

と
平へ

い
氏し

の
戦た

た
かい

は

東ひ
が
しと

西に
し

で
に
ら
み
合あ

い
が

続つ
づ

い
て
い
ま
し
た

ま
だ
ま
だ

気き

が
休や

す
ま
り
ま
せ
ぬ
な

と
こ
ろ
で

先さ
き

ほ
ど
誕た

ん
生じ

ょ
うし

た

我わ

が
子こ

・
万ま

ん
寿じ

ゅ
（
頼よ

り
家い

え
）

の
こ
と
だ
が

そ
な
た
と

６
人に

ん
の
息む

す
子こ

に

万ま
ん

寿じ
ゅ

の
七し

ち
夜や

の
儀ぎ
※

を

任ま
か

せ
た
い

う
む

相
さがみのくに

模国・鎌
かま

倉
くら

（今
いま

の神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

鎌
かま

倉
くら

市
し

）

※七
しち

夜
や

の儀
ぎ

：子
こ

どもの誕
たん

生
じょう

をお祝
いわ

いする儀
ぎ

式
しき

のうち、生
う

まれてから七
なの

日
か

目
め

の夜
よる

に行
おこな

う儀
ぎ

式
しき

のこと。
　　　　　　親

しん

族
ぞく

や縁
えん

者
じゃ

が、食
しょく

物
もつ

や衣
い

服
ふく

、道
どう

具
ぐ

や家
か

具
ぐ

などを贈
おく

ります。

前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
：
平
氏
打
倒
を
目
指
し
て
挙
兵
を
し
た
源
頼
朝
は
、
千
葉
常
胤
の
助
け
を
得
て
、

関
東
地
方
を
平
定
し
ま
し
た
。

：
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１
１
８
９
年ね

ん
　
す
で
に
70
歳さ

い
を

超こ

え
な
が
ら
も
、
常つ

ね
胤た

ね
は

大た
い

軍ぐ
ん

の
将し

ょ
うと

し
て
奥お

う
州し

ゅ
うに

進し
ん

軍ぐ
ん

つ
い
に
は
藤ふ

じ
原わ

ら
氏し

を

攻せ

め
滅ほ

ろ
ぼ
し
長な

が
く
続つ

づ
い
た

戦た
た
かい

は
よ
う
や
く
終お

わ
り
を

告つ

げ
た
の
で
し
た

こ
の
よ
う
に
千ち

葉ば

常つ
ね

胤た
ね

は

源み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
に
よ
る
武ぶ

家け

政せ
い

権け
ん

※

（
鎌か

ま
倉く

ら
幕ば

く
府ふ

）
づ
く
り
に

大お
お

い
に
貢こ

う
献け

ん
し
ま
し
た

藤
ふじわらの

原　泰
やす

衡
ひら

※武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

：武
ぶ

家
け

のかしらをたばね、
　　　　　　支

し

配
はい

するしくみのこと。

う
む

よ
う
や
く

終お

わ
り

ま
し
た
な

そ
の
後ご

、
常つ

ね
胤た

ね
は

九き
ゅ
う

州し
ゅ
うに

残の
こ

っ
て
い
た

平へ
い

氏し

に
味み

方か
た

す
る
勢せ

い
力り

ょ
くを

制せ
い

圧あ
つ

し
ま
し
た

１
１
８
５
年ね

ん
　
頼よ

り
朝と

も
軍ぐ

ん
は

西に
し

へ
西に

し
へ
と
逃に

げ
る
平へ

い
氏し

と

壇だ
ん

ノの

浦う
ら

で
決け

っ
戦せ

ん
１※

を
行お

こ
ない

つ
い
に
平へ

い
氏し

を
滅ほ

ろ
ぼ
し
ま
し
た

奥お
う

州し
ゅ
う（

現げ
ん

在ざ
い

の
東と

う
北ほ

く
地ち

方ほ
う

）で

権け
ん

力り
ょ
くを

誇ほ
こ

る
藤ふ

じ
原わ

ら
氏し
２※

を

攻せ

め
る
際さ

い
に
は

―

そ
ち
を

東と
う

海か
い

道ど
う

大だ
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

３※

に

任に
ん

命め
い

い
た
す

奥お
う

州し
ゅ
うの

合か
っ

戦せ
ん

で
も

頼た
の

ん
だ
ぞ

ご
期き

待た
い

に

お
応こ

た
え
い
た
し
ま
す
！

は
は
ー
！

※３東
とう

海
かい

道
どう

大
だい

将
しょう

軍
ぐん

：頼
より

朝
とも

は軍
ぐん

勢
ぜい

を大
おお

手
て

軍
ぐん

・東
とう

海
かい

道
どう

軍
ぐん

・北
ほく

陸
りく

道
どう

軍
ぐん

の三
さん

軍
ぐん

に分
わ

けて
　　　　　　　　　奥

おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏
し

を攻
せ

めました。
　　　　　　　　　このとき常

つね

胤
たね

は東
とう

海
かい

道
どう

軍
ぐん

の大
たい

将
しょう

を務
つと

めました。

※
１
　
壇だ

ん

ノの

浦う
ら

の
戦た

た
か

い
：
１
１
８
５
年ね

ん

３
月が

つ

。
源げ

ん

平ぺ
い

最さ
い

後ご

の
戦た

た
か

い
。
こ
の
戦た

た
か

い
で
平へ

い

氏し

は
滅ほ

ろ

び
ま
し
た
。

※
２
　
奥お

う

州し
ゅ
う

藤ふ
じ

原わ
ら

氏し

。
平へ

い

安あ
ん

時じ

代だ
い

末ま
っ

期き

の
約や

く

１
０
０
年ね

ん

間か
ん

、
今い

ま

の
岩い

わ

手て

県け
ん

平ひ
ら

泉い
ず
み

町ち
ょ
うを

本ほ
ん

拠き
ょ

と
し
て
東と

う

北ほ
く

地ち

方ほ
う

を
支し

配は
い

し
た
一い

ち

族ぞ
く

。

壇
だん

ノ
の

浦
うら

（今
いま

の山
やま

口
ぐち

県
けん

下
しものせき

関市
し

）
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こ
う
し
て
常つ

ね
胤た

ね
は

下し
も

総う
さ

の
本ほ

ん
領り

ょ
う

以い

外が
い

に
も

戦い
く
さで

の
貢こ

う
献け

ん
に
よ
り

全ぜ
ん

国こ
く

に
領

り
ょ
う

地ち

を
獲か

く
得と

く
し
ま
す

そ
の
領

り
ょ
う

地ち

は

６
人に

ん
の
子こ

ど
も
た
ち

（
千ち

葉ば

六り
く

党と
う

）に

分わ

け
与あ

た
え
ら
れ
ま
し
た

千
ち
葉
ば
六
りく
党
とう
系
けい
図
ず

あ
の
苦く

る
し
か
っ
た
時じ

代だ
い

か
ら

お
よ
そ
30
年ね

ん
が
経た

っ
て
い
ま
し
た

常つ
ね

胤た
ね

の
活か

つ
躍や

く
で

千ち

葉ば

氏し

は
驚お

ど
ろく

ほ
ど
の
飛ひ

躍や
く

を

遂と

げ
た
の
で
す

千ち

葉ば

常つ
ね

胤た
ね

千ち

葉ば

胤た
ね

正ま
さ

相そ
う

馬ま

師も
ろ

常つ
ね

武た
け

石し

胤た
ね

盛も
り

大お
お

須す

賀が

胤た
ね

信の
ぶ

国こ
く

分ぶ

胤た
ね

通み
ち

東と
う

胤た
ね

頼よ
り

千ち

葉ば

常つ
ね

胤た
ね

は
自じ

他た

と
も
に

認み
と

め
る
頼よ

り
朝と

も
の

最も
っ
とも

重じ
ゅ
う
よ
う要な

家か

臣し
ん

で
し
た

常つ
ね

胤た
ね

こ
の
度た

び
も
見み

事ご
と

な

働は
た
らき

ぶ
り
で
あ
っ
た

殿と
の

の
お
役や

く
に
立た

て
れ
ば

幸し
あ
わせ

で
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
に
し
て
も

ま
っ
た
く
老お

い
を

感か
ん

じ
さ
せ
ぬ
の
う

上じ
ょ
う

洛ら
く

１※

い
た
す
折お

り
に
は

そ
の
方ほ

う
に
後こ

う
陣じ

ん
２※

を
申も

う
し
つ
け
る

後こ
う

陣じ
ん

を

任ま
か

さ
れ
る
の
は

武ぶ

家け

の
誇ほ

こ
り

※ 1上
じょう

洛
らく

：地
ち

方
ほう

から京
きょう

の都
みやこ

に向
む

かうこと。
※ 2後

こう

陣
じん

：軍
ぐん

隊
たい

で、本
ほん

隊
たい

の後
うし

ろに配
はい

置
ち

した隊
たい

のこと。後
こう

方
ほう

からの攻
こう

撃
げき

に備
そな

えるので、その役
やく

はとても難
むずか

しく、
　　　　　頼

より

朝
とも

の信
しん

頼
らい

が厚
あつ

かったことがうかがえます。22



佐
さ

賀
が

県
けん

小
お

城
ぎ

市
し

岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

郡
ぐ

上
じょう

市
し 千

ち

葉
ば

県
けん

（旧
きゅう

上
か ず さ

総、下
しもうさ

総国
こく

域
いき

）

福
ふく

島
しま

県
けん

相
そう

馬
ま

市
し

南
みなみ

相
そう

馬
ま

市
し

いわき市
し

宮
みや
城
ぎ
県
けん

亘
わた

理
り

町
ちょう

涌
わく

谷
や

町
ちょう

岩
いわ

手
て

県
けん

一
いち

関
のせき

市
し

（旧
きゅう

東
ひがし

山
やま

町
ちょう

）
花
はな

巻
まき

市
し

陸
りく

前
ぜん

高
たか

田
た

市
し

青
あお

森
もり

県
けん

十
と

和
わ

田
だ

市
し

※地
ち

名
めい

は現
げん

在
ざい

のもの

東
とう

京
きょう

都
と

板
いた

橋
ばし

区
く

・足
あ

立
だち

区
く

・台
たい

東
とう

区
く

など

千
ち

葉
ば

氏
し

ゆかりの主
お も

な都
と

市
し

日
に

本
ほん

全
ぜん

国
こく

に広
ひろ

がった千
ち

葉
ば

氏
し

の領
りょう

地
ち

には、今
いま

も歴
れき

史
し

が感
かん

じられる場
ば

所
しょ

があるのじゃ。機
き

会
かい

があったら
ぜひ行

い

ってみておくれ。

　
常つ

ね

胤た
ね

は
息む

す

子こ

た
ち
と
と
も
に
源げ

ん

平ぺ
い

合か
っ

戦せ
ん

や
奥お

う

州し
ゅ
う

合か
っ

戦せ
ん

に
参さ

ん

加か

し
、
そ
の
功こ

う

績せ
き

に
よ
っ
て
、
北き

た

は
東と

う

北ほ
く

か
ら
南み

な
み

は
九き

ゅ
う

州し
ゅ
う

ま
で
、
全ぜ

ん

国こ
く

に
領り

ょ
う

地ち

を
獲か

く

得と
く

し
ま

し
た
。
千ち

葉ば

六り
く

党と
う

と
呼よ

ば
れ
る
常つ

ね

胤た
ね

の
６
人に

ん

の
息む

す

子こ

た
ち
は
、
領り

ょ
う

地ち

を
分ぶ

ん

割か
つ

し
て
引ひ

き
継つ

ぎ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
本ほ

ん

拠き
ょ

と
し
て
領り

ょ
う

地ち

の
地ち

名め
い

を
名な

乗の

り
ま
し
た
。

　
千ち

葉ば

氏し

は
そ
の
後ご

も
、
分ぶ

ん

家け

を
繰く

り
返か

え

す
な
ど

し
て
、
全ぜ

ん

国こ
く

各か
く

地ち

に
広ひ

ろ

が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

■福
ふく

島
しま

県
けん

相
そう

馬
ま

市
し

・南
みなみ

相
そう

馬
ま

市
し

［相
そう

馬
ま

氏
し

］
国
くに

指
し

定
てい

重
じゅう

要
よう

無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

「相
そう

馬
ま

野
の

馬
ま

追
おい

」が有
ゆう

名
めい

。

■宮
みや

城
ぎ

県
けん

亘
わた

理
り

町
ちょう

・涌
わく

谷
や

町
ちょう

［武
たけ

石
し

氏
し

（亘
わた

理
り

氏
し

→涌
わく

谷
や

伊
だ

達
て

氏
し

）］
この地

ち

を舞
ぶ

台
たい

にした山
やま

本
もと

周
しゅう

五
ご

郎
ろう

の小
しょう

説
せつ

「樅
もみ

ノ
の

木
き

は残
のこ

った」に登
とう

場
じょう

する伊
だ

達
て

安
あ

芸
き

宗
むね

重
しげ

は、千
ち

葉
ば

氏
し

の系
けい

譜
ふ

を受
う

け継
つ

ぐ人
じん

物
ぶつ

。

■岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

郡
ぐ

上
じょう

市
し

［東
とう

氏
し

（遠
えん

藤
どう

氏
し

）］
日
に

本
ほん

三
さん

大
だい

盆
ぼん

踊
おど

りの一
ひと

つ「郡
ぐ

上
じょう

踊
おど

り」
が有

ゆう

名
めい

。

■東
とう

京
きょう

都
と

板
いた

橋
ばし

区
く

・足
あ

立
だち

区
く

・台
たい

東
とう

区
く

など
［武

む

蔵
さし

千
ち

葉
ば

氏
し

］

■佐
さ

賀
が

県
けん

小
お

城
ぎ

市
し

［九
きゅう

州
しゅう

千
ち

葉
ば

氏
し

］
九
きゅう

州
しゅう

の小
しょう

京
きょう

都
と

と言
い

われ、「祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

」や「ようかん」が有
ゆう

名
めい

。

（祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

）

（郡
ぐ

上
じょう

踊
おど

り）

（赤
あか

塚
つか

城
じょう

跡
あと

）

（涌
わく

谷
や

城
じょう

跡
あと

）

（相
そう

馬
ま

野
の

馬
ま

追
おい

）

１
１
９
９
年ね

ん

源み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
が

な
く
な
り

後あ
と

を
追お

う
よ
う
に

常つ
ね

胤た
ね

も
な
く
な
り
ま
し
た

常つ
ね

胤た
ね

が
な
く
な
っ
た
後あ

と
も

千ち

葉ば

六り
く

党と
う

は

鎌か
ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

を
支さ

さ
え

そ
の
後ご

数す
う

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

に
わ
た
り

繁は
ん

栄え
い

し
ま
し
た

こ
う
し
て

千ち

葉ば

の
町ま

ち
の
礎

い
し
ず
えが

築き
ず

か
れ
た
の
で
す

享き
ょ
う

年ね
ん

84
歳さ

い

当と
う

時じ

と
し
て
は

異い

例れ
い

の
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

で
し
た

完 2324



花見川区

美浜区

稲毛区

中央区
ちゅうおう く

はな み がわ く

み はま く

いな げ く

登渡神社（登戸）

神明神社（神明町）

紅嶽弁財天
（みつわ台）

宗胤寺
（弁天）

馬加城跡
馬加康胤首塚（幕張町）

千葉市に残る千葉　氏

⑤君待橋

⑦白幡神社

⑥千葉神社

⑧大日寺

中央区港町4-16

中央区新宿1-19-4

中央区院内1-16-1

稲毛区轟町2-1-27

寒

小
の
く
近
橋
大
川

川

君
「
に

待
橋

橋
う
い
と
」

常
。
た
し
ま
い

胤

源
が

頼
朝

出
で
こ
こ
を

迎

説
う
い
と
た
え

。
す
ま
り
あ
が

昔

結
は

城
稲

言
と
荷

い
て
れ
わ

源
、
が
た
し
ま

頼
朝

の
こ
が

地

通
を

過

神
、
に
き
と
る
す

社

境
の

源
に
内

氏

で
ル
ボ
ン
シ
の

白
る
あ

立
を
旗

戦
て
て

勝
の

利

祈
を

願

言
と
た
し

ま
い
て
れ
わ

白
、
ら
か
と
こ
の
こ
。
す

幡
大

明
神

名
と

改
が

ら
め

言
と
た
れ

い
て
れ
わ

。
す
ま

千
葉
氏

先
の

祖

平
、

忠
常
が

建

言
と
た
て

。
す
ま
い
て
れ
わ

千

妙
の
葉

見
信
仰

中
の

心
的
な

役

千
。
た
し
ま
り
あ
が
割

葉
神
社

月
る
あ
に

星
紋

千
は
ど
な

葉
氏

紋
の

章

一
の

源
。
す
で
つ

頼

朝

鎌
が

向
へ
倉

途
う
か

中

千
、

葉
一
族

一
と

参
お
に
緒

た
し
り

言
と

て
れ
わ

。
す
ま
い

第

次
２

世
界
大
戦
前

千
で
ま

葉

神
社

隣
の

日
寺

、
は

戦
後
稲
毛
区
轟
町

移
に

転
し

境
。
た
し
ま

千
、
は
に
内

葉
家

累
代

墓
の

言
と
碑

石
る
れ
わ

塔

並
が

。
す
ま
い
で
ん

天福寺（花島町）
武石神社
三代王神社
真蔵院（武石町）

千葉山（園生町）

⑧大日寺
来迎寺（轟町）

⑦白幡神社（新宿）

⑥千葉神社（院内）
稲荷神社（稲荷町）

寒川神社（寒川町）

浅間神社（稲毛）

長胤寺（長作町）

⑤君待橋（港町）

花見川区

美浜区

稲毛区

中央区
ちゅうおう く

はな み がわ く

み はま く

いな げ く

千葉市に残る千葉　氏

花見川区

美浜区

稲毛区

若葉区

中央区
ちゅうおう く

わか　ば　く

はな み がわ く

み はま く

いな げ く

緑区
みどりく

大
おお

椎
じ

城
じょう

跡
あと

（大
おお

椎
じ

町
ちょう

）

加
か

曽
そ

利
り

城
じょう

跡
あと

（加
か

曽
そ

利
り

町
ちょう

）

高
たか

品
しな

城
じょう

跡
あと

（高
たか

品
しな

町
ちょう

）

曽
そ

場
ば

鷹
たか

大
だい

明
みょう

神
じん

（貝
かい

塚
づか

町
ちょう

）

二
つ う へ い じ

十五里砦
とりで

（東
ひがし

寺
てら

山
やま

町
ちょう

）

生
おゆ み

実城
じょう

跡
あと

（生
おゆ み

実町
ちょう

）

千
ち

葉
ば

市
し

に残
の こ

る千
ち

葉
ば

　氏
し

ゆかりの場
ば

所
し ょ

①猪
い の

鼻
は な

城
じょう

（千
ち

葉
ば

城
じょう

）跡
あ と

中
ちゅう

央
おう

区
く

亥
いの

鼻
はな

1-6-1

常つ
ね
し
げ重

が
本ほ

ん

拠き
ょ

地ち

を
大お

お

椎じ

か
ら
亥い

の

鼻は
な

付ふ

近き
ん

に
移う
つ

し
て
以い

来ら
い

、
千ち

葉ば

惣そ
う

領り
ょ
う

家け

の
胤た

ね

直な
お

が
滅ほ

ろ

ぼ
さ
れ
る

ま
で
、
こ
の
付ふ

近き
ん

に
千ち

葉ば

氏し

の

城し
ろ

が
あ
っ
た
と
伝つ

た

え
ら
れ
て
い

ま
す
。
当と

う

時じ

の
城し

ろ

は
今い

ま

の
よ
う

な
天て
ん
し
ゅ
か
く

守
閣
の
建た

て
も
の物

で
は
な
く
、

櫓や
ぐ
ら

や
平ひ

ら

屋や

の
建た

て

物も
の

で

あ
っ
た
と

考か
ん
が

え
ら
れ

て
い
ま
す
。

③七
し ち

天
て ん

王
の う

塚
づ か

②お茶
ち ゃ

の水
み ず

④千
せ ん

葉
よ う

寺
じ

中
ちゅう

央
おう

区
く

亥
いの

鼻
はな

1丁
ちょう

目
め

他
ほか

中
ちゅう

央
おう

区
く

亥
いの

鼻
はな

1-6-1

千ち

葉ば

氏し

の
妙み

ょ
う

見け
ん

信し
ん

仰こ
う

に
関か

ん
け
い係

し

て
、
７
つ
の
塚つ

か

が
北ほ

く

斗と

七し
ち

星せ
い

の

形か
た
ち

に
配は

い

置ち

さ
れ
て
い
る
と
言い

わ

れ
て
い
ま
す
が
は
っ
き
り
と
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
塚つ
か

の
上う
え

に
は

神か
み

や
、は
や
り
の
病や

ま
い

を
し
ず
め
る

「
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

」
が
ま
つ
ら
れ
て

い
ま
す
。

市し

内な
い

最さ
い

古こ

の
寺じ

院い
ん

で
す
。
一い
ち

度ど

は
焼し

ょ
う

失し
つ

し
た
も
の
の
、
常つ

ね
た
ね胤

が

再さ
い
け
ん建

し
、
千ち

ば

け
葉
家
の
信し
ん
こ
う仰

を
受う

け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
常つ

ね
た
ね胤

の
時じ

代だ
い

は
千ち

葉ば

氏し

の
祈き

願が
ん

所し
ょ

と

な
り
、当と
う
し
ゅ主

の
元げ

ん
ぷ
く服

の
際さ

い

に
は
、

こ
こ
で
戦い
く
さ

の
勝し
ょ
う

利り

を
祈き

願が
ん

し
て

い
ま
し
た
。

境け
い

内だ
い

の
い
ち

ょ
う
の
木き

は

県け
ん

指し

定て
い

の
天て
ん

然ね
ん

記き

念ね
ん

物ぶ
つ

に

な
っ
て
い
ま
す
。

数か
ず
か
ず々

の
言い

い
伝つ

た

え
を
残の

こ

す
泉い

ず
み

で

す
。
千ち

葉ば

一い
ち

族ぞ
く

は
代だ
い
だ
い々

こ
の
水み
ず

を
、
赤あ

か

ん
坊ぼ

う

を
入に

ゅ
う

浴よ
く

さ
せ
る
水み

ず

に
使し

用よ
う

し
た
と
い
い
、
常つ

ね
た
ね胤

は

源み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

が
戦た

た
か

い
に
敗や

ぶ

れ
て

千ち

ば葉
で
再さ

い

起き

を
図は

か

る
際さ

い

に
、
お

茶ち
ゃ

を
さ
さ
げ
た
と
い
う
伝で
ん
せ
つ説
が

残の
こ

っ
て
い
ま

す
。現げ
ん
ざ
い在

は
、

水み
ず

は
湧わ

き
出で

て
お
ら
ず
、

記き

念ね
ん

碑ひ

が
由ゆ

来ら
い

を
伝つ
た

え
て

い
ま
す
。

平
ひら

山
やま

城
じょう

跡
あと

（平
ひら

山
やま

町
ちょう

） 土
と

気
け

城
じょう

跡
あと

（土
と

気
け

町
ちょう

）

小
お

弓
ゆみ

城
じょう

跡
あと

（南
みなみ

生
お ゆ み

実町
ちょう

）

城
しろ

山
やま

城
じょう

跡
あと

栄
えい

福
ふく

寺
じ

（大
おお

宮
みや

町
ちょう

）

神
しん

明
めい

社
しゃ

①猪
いの

鼻
はな

城
じょう

跡
あと

②お茶
ちゃ

の水
みず

③七
しち

天
てん

王
のう

塚
づか

東
とう

禅
ぜん

寺
じ

（亥
いの

鼻
はな

）

④千
せん

葉
よう

寺
じ

（千
ち

葉
ば

寺
でら

町
ちょう

）

智
ち

光
こう

院
いん

胤
いん

重
じゅう

寺
じ

羽
は

衣
ごろも

の松
まつ

（市
いち

場
ば

町
ちょう

）

千
ち

葉
ば

市
し

の市
し

章
しょう

と千
ち

葉
ば

氏
し

千
ち

葉
ば

市
し

の市
し

章
しょう

は千
ち

葉
ば

氏
し

の月
つき

星
ほし

の紋
もん

章
しょう

から
とったものです。
千
ち

葉
ば

氏
し

の紋
もん

章
しょう

は月
つき

星
ほし

・九
く

曜
よう

星
せい

の両
りょう

方
ほう

が使
つか

われていますが、この月
つき

星
ほし

に千
ち

葉
ば

の「千」を
入
い

れて、大
たい

正
しょう

10（1921）年
ねん

に、市
し

になっ
たことを記

き

念
ねん

して市
し

章
しょう

としました。

中
ちゅう

央
おう

区
く

千
ち

葉
ば

寺
でら

町
ちょう

161

月
つき

星
ほし

紋
もん

九
く

曜
よう

紋
もん

千
ち

葉
ば

市
し

の市
し

章
しょう

「千葉常胤公ものがたり」に
関する問い合わせ

千葉市 都市アイデンティティ推進課
TEL 043-245-5660
URL https://www.city.chiba.jp/sogoseisaku/sogoseisaku/identity/index.html 25



平成30年が、千葉のまちの

礎を築いた千葉一族の中

興の祖・千葉常胤の生誕

900年であることを記念し、

千葉氏ゆかりの自治体も参

加し、相馬野馬追騎馬武者

行列を開催します。鎌倉幕

府の有力御家人であった千

葉氏は、北極星を神格化し

た「妙見」を信仰し、全国に

広がった一族結束の象徴と

しました。その千葉氏の中興

の祖と言われる千葉常胤の

生誕９００年を寿き、全国か

ら集結した千葉氏ゆかりの

自治体の首長が、相馬野馬

追の騎馬武者とともに、一

族の守護神であり、妙見様

をお祀りする総本宮である

千葉神社を目指します。

開
催
情
報

開
催
日	

平
成
30
年
5
月
26
日（
土
）

	

1
3
:0
0
～
1
4
:0
0

開
催
場
所	

千
葉
県
庁
➡
千
葉
神
社
前 

約
9
0
0ｍ

	

※
当
日
は
交
通
規
制
あ
り
。

参
加
者	

千
葉
氏
ゆ
か
り
の
自
治
体

	

相
馬
野
馬
追
の
騎
馬
武
者

お
問
い
合
わ
せ

	

千
葉
市

	

都
市
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
推
進
課

	

T
E
L 

0
4
3
︲
2
4
5
︲
5
6
6
0

京
娘
の

佐
賀
へ
お
こ
し
や
す

新
居
で
感
じ
る

人
々
の
あ
た
た
か
さ
！

次
号
へ
つ
づ
く

佐
賀
へ
移
住
し
二
年
。
縁
あ
っ
て
、

空
き
家
に
な
っ
て
い
た
古
民
家
を
お

借
り
し
新
た
な
生
活
を
は
じ
め
ま

し
た
。

山
と
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
わ
が

家
、
玄
関
を
開
け
る
と
12
畳
ほ
ど
の

土
間
が
あ
り
、
客
間
に
は
囲
炉
裏
の

煤
で
黒
く
な
っ
た
太
い
梁
が
ど
っ
し

り
と
構
え
て
い
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン

住
ま
い
が
長
か
っ
た
私
に
は
こ
の
昔

な
が
ら
の
趣
き
が
新
鮮
で
、
即
入
居

を
決
断
。
た
だ
入
居
ま
で
な
か
な

か
手
間
も
か
か
り
、
不
要
品
の
処
分

か
ら
障
子
紙
の
張
り
替
え
、
土
壁
の

補
修
に
ト
イ
レ
の
手
直
し
等
々
1
ヶ

月
以
上
を
費
や
す
こ
と
に
。
で
も
、

そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
ご
近
所
さ
ん

方
が
様
子
を
見
に
自
然
と
集
ま
っ

て
く
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
繋
が
る

田
舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
私
達
を
集
落

で
歓
迎
し
て
く
れ
、
こ
れ
ぞ
田
舎
暮

ら
し
の
醍
醐
味
な
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
、

と
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
時
間
を
味
わ
い

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

婚活ツアーをきっかけに京都
から佐賀県に嫁いだ「えっちゃ
ん」。遠距離恋愛中はSpring 
Japanに乗って佐賀へ行ってい
たという彼女が佐賀の旬な話題
をお届けします!!

佐賀の
農家に

嫁ぎま
した
!田んぼに囲まれた

自慢の我が家です

築 1 0 0 年 の 古 民 家 暮 らし 、はじめました 。
お
家
の
中
は
こ
ん
な
感
じ
! 

1
0
0
年
と
い
う
歴
史
が

詰
ま
っ
て
い
て
趣
深
い
!

引
っ
越
し
て
か
ら
飼
い
だ
し
た

ヤ
ギ
の
ハッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
。
い
つ

も一緒
に
お
散
歩
し
て
ま
す

第
5
回

妙見様が祀られ
ている千葉神社

利根川

通町公園

栄町駅

葭川
公園駅

京成
千葉駅

千葉駅

千葉
中央駅

千葉市
中央公園

広小路
交差点

千葉県庁START

千葉神社前GOAL

2728

This year marks the 900th birthday anniversary of Tsunetane Chiba, the founder of the 
Chiba clan, and the man who laid the foundation stone for the town of Chiba. To celebrate 
the anniversary, a grand parade of Soma Nomaoi, horseback warriors will be held in the 

town. The heads of organizations from all over the country with a connection with the 
Chiba clan will gather and march in procession to the Chiba Shrine.

将在今年纪念曾为千叶城建构筑基础的千叶一族始祖、千叶常胤诞生900周年，与此同时还会召
集相马野马追骑马武士出征列队。全国各地与千叶氏结缘的自治区首长将汇聚于此，一同朝着
千叶神社进发。

嫁到佐贺茶农家的小A在介绍佐贺。最近她搬进了新居，是历时一个多月装修一新的、有100年
历史的古民居。附近的人都非常欢迎她，现在她过着幸福的乡村生活。

Introduction to Saga by Ecchan, a woman who married into a tea farming family in 
Saga. Ecchan and her husband recently moved into a house more than 100 years old. 
They have been renovating the property for the past month. The neighbors have been 

very welcoming, and they both are enjoying country life very much.
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～肥前さが幕末維新博覧会～

明治維新150年の今年、全国でさまざまなイベントが開催されるが、なかでも注目したいのが佐賀県。
“薩長土肥”の “肥前”として、明治維新の“鍵”を握っていた佐賀が開く博覧会には、未来を生きるヒントが詰まっている。

明
治
維
新
1
5
0
年
、佐
賀

で
し
か
で
き
な
い
体
験
を

「
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
」

は
、
2
0
1
9
年
1
月
14
日
ま

で
約
10
カ
月
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
る
。
歴
史
、
文
化
、
食
、ア
ー
ト

と
佐
賀
の
魅
力
を
丸
ご
と
楽
し
め

る
博
覧
会
だ
。
会
場
は
佐
賀
市
城

内
エ
リ
ア
を
中
心
に
、
県
内
全
域
。

佐
賀
市
内
だ
け
で
も
約
20
の
施

設
で
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
唐
津
や
鳥
栖
に
も
サ
テ

ラ
イ
ト
館
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
見

ど
こ
ろ
も
た
っ
ぷ
り
。
期
間
中
は

ぜ
ひ
、
ゆ
っ
く
り
と
佐
賀
県
内
を

遊
び
尽
く
し
た
い
。

「和魂洋才五膳」（3500円、要予約）では、人間国
宝と三右衛門の５つの名窯の器が揃う。メイン料
理がどの窯の器で出てくるかはお楽しみ。

池田学《誕生》2013-2016／紙にペン、インク、
透明水彩300×400cm／佐賀県立美術館蔵
©IKEDA Manabu, Courtesy Mizuma Art Gallery, Tokyo/
Singapore　デジタルアーカイブ　凸版印刷株式会社

T  0952-29-3671 （チケット管理センター）
※料金等の詳細はホームページをご覧ください

主要旅行代理店・コンビニで好評発売中入場券の
問い
合わせ

肥前さが幕末維新博覧会 2018年3月17日（土）～2019年1月14日（月）
https://www.saga-hizen150.com

千葉県広島県

器と食

文化・アート

佐賀県

編集後記

2015年1月の創刊号から年4回発行の機内誌は
今回で14号目を迎える事が出来ました。創刊当
初よりもページが増えて少しは機内誌らしくなった
かと思います。ガイドブックには載っていない情報
を就航先の自治体、関係各所の方 の々お陰で掲
載出来て感謝、感謝です。　

Spring Japan 長 谷 川・中 村

今回の特集では「佐賀大河ドラマ化計画」とちょっ
と大仰なタイトルをつけて、佐賀の偉人を紹介さ
せていただきました。とはいえ本当に大河にした
ら面白いと思える人ばかりだと思います。ぜひ、み
なさん頭の中で勝手にキャスティングを楽しんで
みてください。

半 澤 則 吉

編集部おすすめ! 編集部おすすめ!

ご当地みやげ カフェ情報
LOCAL SOUVENIRS LOCAL CAFE

千葉市がもっと「好き♥」になるスタンプラリー
日  開催中～2018年6月30日（土）
場  千葉市内　※詳しくはHPをご確認ください。
問  千葉市観光プロモーション課
T  043-245-5066
U  https://www.lettuceclub.net/special/tf/
 chibashi/20171201/

鞆の浦観光鯛網
日  2018年5月3日（木）～5月27日（日）雨天決行・荒天候時中止あり
 午前の部10：30～（日・祝日のみ） 
 午後の部13：30～（開催期間中毎日）
料  前売券（5/2迄）  大人2,500円／小中学生1,250円
 当日券 大人2,800円／小中学生1,400円
場  福山市鞆町仙酔島田の浦
問  福山観光コンベンション協会
T  084-926-2649
U  http://www.fukuyama-kanko.com/travel/taiami/

幕末維新期に国内最先端の科学技術力を
持ち、その動向が注目されていた佐賀。混迷
を極めた幕末維新期に佐賀はどう動くのか、そ
の物語を大迫力の大型スクリーンやデジタル
映像技術など趣向を凝らしたさまざまな仕掛け
で“体感”しながら知ることができるのが、この
博覧会のメインパビリオン「幕末維新記念館」
だ。当時の佐賀の人々の生き様に触れ、さま
ざまな想いが湧き上がる。その自分の想いを「こ
とのは」として館内に残してみよう。また、優秀
な人材を多数輩出した藩校・弘道館をテー
マとした「リアル弘道館」、佐賀発祥の葉隠を
テーマにした「葉隠みらい館」も必見だ。
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information

「幕末維新記念館」（市村記念体育館 佐賀市城内2-1-35） 800円
「リアル弘道館」（旧古賀家 佐賀市柳町3-15） 400円（4月16日～）
「葉隠みらい館」（旧三省銀行 佐賀市柳町3-12） 400円
ケット3（3館共通券） 1200円 主要旅行代理店・コンビニで発売中

USE（使う）とMUSEUM（美術館）とを掛け合わ
せた造語が「USEUM（ユージアム）」。美術館で
飾られるような器で食事を楽しもうと、人間国宝や三
右衛門、また、明治期のデザインの器などでランチ
やディナーが供される。毎月、国内外のトップシェフ
を招いて行うイベントも。

世界を舞台に活躍する佐賀県出身アーティストたち
の特別企画展も充実。昨年、国内3カ所で約30万
人を動員した池田学氏や日本を代表するアーティス
トの吉岡徳仁氏の企画展など、目が離せない。オラ
ンダとの交流をテーマにした「オランダハウス」では
オランダのクリエイターが滞在、創作活動を行う。

information

USEUM SAGA（ユージアム サガ）佐賀市城内2-8-8（さがレトロ館） 
／11:30-15:00、17:30-22:00／ （休）月曜日、年末年始

information

佐賀県立博物館・美術館 佐賀市城内1-15-23／入場無料（特別企画
展を除く）会期中はさまざまな企画展が行われる。詳細はHPをチェック。オ 
ランダハウス（旧佐賀銀行呉服元町支店 佐賀市呉服元町）／入場無料 

第115回有田陶器市
日  2018年4月29日（日）～5月5日（土）
場  ＪＲ有田駅～上有田駅の間の通り
問  有田商工会議所
T  0955-42-4111
U  http://www.arita-toukiichi.or.jp/

千葉市がもっと「好き♥」になる!
伝統漁を間近に体感

掘り出し物を探しにでかけよう!

あんもっちりオイシューター

歴史・自然・都市それぞれの魅力をも
つ観光地を5カ所まわると特製クリアファ
イルがもらえるスタンプラリーを開催中。
対象スポットは、ギネス記録をもつ千葉
都市モノレールの駅から徒歩15分圏内
と気軽に周遊できます。遊びながら千葉
市の観光スポットを巡ってみよう!

©2014駅メモプロジェクト

鞆の浦の初夏の風物詩、観光鯛網。
約380年前から伝わる伝統漁法で福山
市無形民俗文化財にも指定されていま
す｡往時の姿をそのまま今に伝える観光
鯛網は、見る人の心に深い感動を与え
ることでしょう。

JR有田駅から上有田駅の間、約4km
の沿道に500店舗以上が軒を連ねる日
本を代表する陶器市。一週間で毎年

100万人以上が訪れます。ご当地のグ
ルメを楽しめる広場や、皿かぶり競争等
イベントも盛りだくさん。

日本一の牡蠣の生産地、広島で新感覚
のスウィーツを発見! 牡蠣をかたどった
シュー皮に、粒あん、求肥餅、ホイップク
リームをはさみ込んだ和洋のシュー。口
の中で混ざるとクリームぜんざいのような
風味を楽しめます。

問  （有）金萬堂本舗　 T  0848-25-4810

1個：113円（税込） ／6個入り：702円（税込）

場  千葉県成田市駒井野1353-1
時  11:00～18:00
T  0955-42-4111
U  http://www.flightshop-charlies.com/
アクセス
成田空港からさくらの山行きバス第二旅客ターミナル１
階28A乗りばから
平日 09：45、12：11、14：33、16：52、18：26
休日 10：04、11：55、15：51、17：39 

日本で最も
ヒコーキに近い
カフェレストラン
成田空港が一望できる、さくらの山公園
にある「空の駅さくら館内フライトショップ・
チャーリイズ」にヒコーキをイメージしたカ
フェレストラン「フライトカフェ・チャーリイ
ズ」がオープン。地元の新鮮野菜を使っ
たランチをはじめヒコーキをイメージしたス
イーツ、コーヒーもあり。世界へはばたく
ヒコーキを見ながらのランチはいかが？

Event Information

広島 千葉

ご意見ご感想をお聞かせ下さい!

株式会社エムズコーポレーション
TEL	 03-5332-5950
MAIL	 kinaishi@e-ms.co.jp

2930
佐贺县在明治维新时期担任了重要的角色。今年是明治维新150年的纪念之年，佐贺县内开办了
包含了历史、文化、饮食、艺术在内，可以完整的体验到佐贺的魅力的博览会，博览会将开办至
明年1月为止。快去HP确认活动的信息吧。

Saga Prefecture played an important role in the Meiji Restoration. As this year marks 
the 150th anniversary of the Meiji Restoration, a fair will be held in Saga prefecture 

until January 2019. You can enjoy everything this beautiful region has to offer̶
history, culture, food, and art. Check our website for further details.
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